
令和５年度モニタリングシート 

【施設名等】 

施 設 名 大洲市「道の駅」清流の里ひじかわ 位 置 大洲市肱川町宇和川３０３０番地 

指定管理者名 株式会社 清流の里ひじかわ 所管課 
肱川支所 

℡：0893-34-2311 

 

【施設の概要】 

設 置 年 月 日 平成１３年１２月１日 構 造 

本館棟 木造平屋建て 

農産物販売棟 木造平屋建て 

レストパーク 木造平屋建て 

設 置 目 的 
道路利用者のための休憩機能、都市および周辺地域との人、物、情報等の交流を促進し、経済の情

報発信基地とする。 

施 設 機 能 

・本館棟 物産販売所 地域食材供給施設 交流室 

・農産物販売棟 農産物販売所 レストパーク  

・情報提供施設 公衆用トイレ   

・駐車場 RVパーク   

利 用 料 金 等 
利用料金については、大洲市総合交流拠点施設条例に規定する範囲内で、市長の承認を得て指定管

理者が定める。 

開 館 ・ 閉 館 

休館日 １月１日及び拠点施設の管理運営上必要がある日 

開館時間 物産販売所 午前 ８時から午後６時まで 

 地域食材供給施設 午前１１時から午後８時まで 

 交流室 午前 ８時から午後６時まで 

 農産物販売所 午前 ８時から午後６時まで 

指 定 管 理 

業 務 内 容 

①拠点施設利用者の施設又は設備の利用の許可に関する業務 

②拠点施設の維持管理に関する業務 

③拠点施設の利用に係る料金の収受に関する業務 

④拠点施設の設置目的を発揮するための事業に関する業務 

施 設 管 理 体 制 株式会社 清流の里ひじかわ職員（正職員６名・臨時職員４名） 

 

【施設利用者数】 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

R５年度 １１，０８８人 １１，４２９人 ９，５７１人 ７，２７６人 ９，５３３人 ９，７５２人 １１，００１人 

R４年度 １１，０６２人 １１，４２４人 ９，２５３人 ７，２５８人 ９，０７０人 ８，１７２人 １１，４２３人 

比  較 ２６人 ５人 ３１８人 １８人 ４６３人 １，５８０人 ▲４２２人 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計  

R５年度 １０，４７６人 ９，２１１人 ７，１９４人 ７，７７６人 １０，０１４人 １１４，３２１人  

R４年度 １１，３４６人 ９，０６７人 ６，９２２人 ７，５６７人 １０，５２７人 １１３，０９１人  

比  較 ▲８７０人 １４４人 ２７２人 ２０９人 ▲５１３人 １，２３０人  

 

 

 



【指定管理者としての収入・支出（決算）】 

収入内訳 収入金額 支出内訳 支出金額 

純売上高 ７４，１９６，３６８円 給与 １９，２４２，０９６円 

テナント等収入（家賃等） ２，１６２，５７１円 法定福利費 ２，４２０，４３８円 

受取利息 １３６円 福利厚生費 ７１８，１２３円 

雑収入 ２５７，１０６円 雑給 ６，２７９円 

指定管理料 １８，３７０，０００円 広告宣伝費 ６０６，６２５円 

  荷造運賃 ２５，８７７円 

  リース料 ６２４，１３３円 

  販売サービス費 ６８３，９９４円 

  販売促進費 ５７１，９６２円 

  保守料 １，８９０，８８４円 

  水道光熱費 ４，９６７，９４７円 

  車両関係費 １９６，１８７円 

  消耗品費 １，５１９，３１０円 

  保険料 １０４，３８０円 

  修繕費 ４８６，８６０円 

  租税公課 ２，３６７，０１９円 

  減価償却費 １６４，６０４円 

  接待交際費 ２７３，４３４円 

  旅費交通費 ２０４，４８０円 

  通信費 ４７３，６２６円 

  支払手数料 ５７７，２５７円 

  会議費 ２１，１５６円 

  寄付金 ５，０００円 

  警備費 ２７７，２００円 

  雑費 ６９５，５９８円 

  雑損失 ７，７７０円 

  固定資産除去損 ０円 

  仕入高 ５０，３４３，８２８円 

  法人税、住民税、事業税 ２０９，５００円 

合 計 ９４，９８６，１８１円 合 計 ８９，６８５，５６７円 

 

 

 

 

 

 



【サービス向上に向けた取り組み】 

R５年度 

来客者に対する積極的な声掛けをするため、リーダー研修などで学んだ「ペップトーク・コミュニケーション・ティ

ーチング技術」を毎月開催している職員全員ミーティングで情報を共有し、意識改革を図っている。これに併せて、

売上目標値の設定が明確になるよう数値化し、販売に関する意識向上を図っている。 

また、来客者の安全確保に資するため、職員全員が普通救命講習Ⅰを受講し、不測の事態に備えている。 

R４年度 

新型コロナウイルス感染症対策については、マスク着用・消毒液・飛沫防止シートの設置等、基本的な対策を継続

して実施している。 

 来客者からいただいたご要望等について、毎月開催している職員全員ミーティングなどで情報共有を行い、適切

な対応ができるよう検討を行っている。また、販売に関する一定の目標値を設定し、職員の来客者に対する積極的

な声掛けなどの意識付けを行うことによりサービスの向上を図っている。 

 

【利用者から要望と対応状況】 

利用者からの苦情・要望等 利用者からの苦情・要望への対応 

農産品の品質に関する苦情 

予防策として、傷んでいるものは下げるなど、品質が良好な品物が並ぶよう、毎

日、商品の状態を確認している。また、商品によって購入の際に予め注意説明等

を行っている。 

RVパークにおけるWi-Fi利用について 利用者の希望に応じて、ポータブル式Wi-Fiルーターの貸し出しを行っている。 

 

【指定管理者の自己検証】 

 令和５年度は新型コロナウイルス感染症も感染症法上「５類感染症」となり、外出に関する行動制限も解除が進んだことから、来客者

の増加を期待していたが、傾向として行動範囲が広範囲となり、その結果、来客者数は前年並みとなった。 

 来客者にとって楽しめるイベントの開催や魅力ある商品展開を行い、集客・売上増加に取り組んでいる。また、売上目標について、週

ごとに数値化し、職員全員の販売意識の向上を図った結果、お客様に対する積極的な声掛けが少しずつできるようになってきた。 

 接遇に関して、好感が持てる施設となるべく、職員全員ミーティングにより問題・課題点を共有し随時改善を図っている。その結果、

職員の対応に関する苦情等はなくなってきており、一定の成果が表れている。 

 今後は施設機能を全て発揮させ、健全な運営を図り、道の駅自体がドライブなどの目的地となるよう運営を行っていきたい。 

 

【施設所管課の検証・評価】 

 法定点検や報告など、施設管理については概ね良好であり、仕様書等に基づいた管理・運営が行われている。 

 令和５年度は新型コロナウイルス感染症が「５類感染症」に移行となったこともあり、来客者数は前年度と比較し増加しているが、さ

らに遡ってみると、今年度は感染拡大や平成３０年７月豪雨災害前の来客者数と同水準になっており、平常時の状態にまで戻ってき

ているものと考えられる。 

増加する施設利用者の動向を踏まえ、売上げもさることながら、来客者にとって楽しい時間が過ごせるよう、イベントの企画や魅力

のある商品展開、職員の接遇スキル向上を継続して行うなど、健全な運営に向けて取り組んでいただきたい。 

 


